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He/mintんoφorzunzsativum P. K. et B.の

小委子葉鞘よりの侵入に関するこ三の観察

栃内吉彦 6 宇井格生

Y. Tochinai and T. Ui 

北海道大事農皐部植物事教室

0加。rvationson the invasion of HめぼれthoザoriwnBαlivum P. K. e色B.

初出ecoleoptile of wheat seedlings. 

くWiもhEnglish resume, p.93) 

要類斑暫病菌， HelmintlwspO?・ium sαtivwn P. K. et B.は大婆，小袈， 、ライ姿，燕褒等の各種菱類を

はじめ58種の禾本科植物を侵害しくChristensen1922) , 寄主植物の各生育時期にそのあらゆる器官を侵す

寄生性の康いものである。即ち北海遁に於いては，大婆種子に付着せる胞千が，種乎の褒芽に際してこれを侵

害しその護芽翠を20乃至30%低下せしめ（高橋 194め， 更に40～50%の擢病稚苗を生ずる。此の菌は，寄

主の根部を侵すときは“根腐病”くroot-rot）・を，地際部を犯すときは“裾桔病” Efoot-roのを， 文葉部に

侵入すす1ば斑斡病（spot disease）をおこしくStakman 19こ0），更に成熟中の種子にあっては，黒目粒

(Black Knot）の原困となるく明日山 1938）。 之等の諸症の内，種子及び土援に由来する菌によって起

る稚苗期の疾病は，寄主植物の幼弱なるために蒙る被害の大なる馳，及び其の後の生育に及lます影響の顕著な

る鮪より見て，最も重要なものと考へられるo

一般に稚苗期に於ける根腐病及び裾桔病は同時に裂病するものであるからF 米閣及びカナダ等に於いては特

に此の爾者を直別ずることなし一般に foot-and root-rotと呼んで居る。北海道の小姿にあっては，特殊

な地帯及び特異な気候捺件の年を除き，裾桔病護生の頻度は根腐病に於けるよりも大である。裾桔病の場合に

病原菌の寄主体侵入は，千葉鞘に起る場合が最も多い。依って木菌の子葉鞘侵入について行ったご，三の観察

並びに賞験の結果の大略を此慮に報告する。

観 察

子葉鞘は，乙の菌が小委稚苗を侵す場合の侵入門戸のーっとなるが，一方に於て叉乙の器官

は幼葉が未だ充分に生育しない間に病原菌に侵されるのを防ぐ保護の佼をする。 とのととは

01JhiobO'i・uqgmminisの小委子葉鞘侵害の場合（.Fellows1929），或は Sphacelothecαsorghi

の侵入の際に見られる鹿くReed<(; Melchers 1925）と類似する．此の子葉鞘の保護が完工い場合

K，稚苗の，殊に第一葉鞘基部或は第一葉が，どの程度に被害を蒙るかを，北海道に於て裾枯

病に強抵抗性の春播小委農林29披及び同じく憾病性の高い春播小委農林35放について翻察を行

ワた。使用品種は何れも北海道農業試験場産の純系である。之等の種子を4倍昇宋水を以て15分

間表面殺菌し，水洗後，殺菌石英砂上に播種し， 25。Cの恒湿器中の暗所に於て生育せしめた．

子葉納、が約 l'cmに建したとき，剃万をもって， 業主傷付けぬ様に子葉鞘先端並びにそのー側

面を切除して，その部分を H・8αtiV'l.lrti胞子の濃い懸濁液に！瞬間浸し，直ちに引上げ植木鉢の

殺菌土壌上におき，その上に約1.5cmの厚さに復土したs 封照匿には蒸溜水をこ以って同一慮理

を行ったものを用ひた。更に子葉拘を切除せぬものについて同様の接種をと行ひ又，蒸溜水庭理

θ釣照直を設け？と。その結果を第1表に示す。表中裂病率の算定は栃内及び梁（194-6）の方法

に依った。 ． 
4・z
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第 l表 小褒乎薬鞘より H・8αtivumの侵入

議 病
農林 35競 ｜播醐l護雑｜

一 士 ＋ ｜＋＋二 I+++.

接種f子葉鞘切除 150 147 。 32 18- 89 81.9 

底無庖理 150 145 39 28 30 68.5 

劉照（子葉鞘切除 iラO 126 104 2 。 。 4.8 
直無慮理 150 137 121 1ラ 。 。 3.1 
農林 29競

接種（乎葉鞘切除 44.ラ128 。 67 26 31 4 

直無魔理 150 i 141 6 93 42 。 。 31.4 
鈎照j千葉鞘切除 130 9ラ 21 14 。 。 9.4 
直無慮理 150 143 133 IO 。・． 。 。 1.7 
此の結果より見ると，菌が子葉鞘を通過するとと友しに，直接第一葉をその後育の極く初期

に侵害すれば， 抽第一葉はその基部のみ左ちでF，先端部迄も菌θ侵害するととろと友り，擢病性

は高い農林35銃にあっては，愛芽不能の稚苗が著しく増加する。但し，表示はし友かったが，

無接種の謝照匿の植物にあっても，子葉鞘明除麗理の影響により，事丈はや L低下し， X分業
は増加する傾向を認めた。以上の試験結果によりて明か左る如く，子葉鞘は小委種子議芽初期

に於げる菌の侵入に劃して著しい保護の役をすると思はれる。

更に此の部分より Tる菌侵入の様相及び共他二，三の黙について観察を行った。

Dosdall く1923）の宣験によれば， E・8αtivu怖の胞子の蒸溜水中に於ける護芽寧は， Czapek培養液中
に於けるよりも遥かに低＜， Christensen (1922）の賞験に於いても，水滴中に寄主組織片が存在した場合に，

翠溜水中に於けるよりも裂芽は良い様である。 Christensen(192のは各種寄主植物或は寄主以外の植物の組

織片を比較して，吾妻芽寧には差は認められなかったが，援芽嘉tは寄主片のある方が良好の様であったと述ペて

ゐる。筆者は農林29競及び同35競の乎葉鞘を使用して侵入の賦況を観察せる間に，屡々上詑二つの異った品種

上で胞子の鼓芽に差のある事を認めたので，之を確めるために弐の如き賓験を行った。

前記2品額。殺菌種子を腰高後芽シヤ｛レ中の石英砂護芽床上に， 25°0，暗黒下で褒芽せし

め，予薬鞘、が約2.5cmに達せるとき，シヤ｛レを密閉してから約10時間後に子葉鞘上に溢泌せ

る1.k滴りパーグラスに取り，それをホ｛ルスライド上に糊して，との溢泌加に於ける胞

子の褒芽．を試験した． 6時間後に於ける護芽欺況は第2表に示した通りである。此の結果より

第2表 1J、察手葉鞘工りの溢液中に於ける H・8αtivum分生胞乎の褒芽

最株35~売

農林29競

蒸溜 7.R

観察胞手数

1381 

1406 

750 

裂芽胞手数

936 

799 

264 

不謹芽胞乎敷

44ラ

607 

486 

護芽 ．率

67.8% 

56.89話

35.2% 

第3表 千葉鞘上に於ける H・8αtimun護穿及び千葉鞘細胞への侵入

｜時｜電通 l脱却1！特将司主？？？宝
農林3ラ携 I 1011 I 122 I 10.9%1 69t I 472 I 126 I 56 I 4ラ9I I 
農林29強 I 1042 I 68ラ I 65.7 I 452. I 319 I s9 I o I 350 I J 
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見ると， 35披の経液中に於ける後芽は最良で、，蒸・溜7k中に於て最も少なかった。ヨたに，寄主体

上に噴霧せる蒸留水滴中でのま芝芽を調＊した。その結果を第3去に示したが，胞子主後J,fせaし

めた子葉鞘の表皮切片を作製しτ検鏡するまでに，米だ議芽管をt:Hさや，従って寄主休上によ
く附着してゐない胞子は操作中に流失或は溶明Ftc依って失はれるものがあるから3 不受芽胞子

。数は賓際より少くかぞへられる院があるが，大体に於いて表に現はれた傾向と大差はないと

思ふ。又，上記の如くして護芽せしめた小委子葉鞘K H・8αti山川の胞子懸濁液を噴霧して，

20時間漁室中に保った後，剃刀にて表皮を薄片に切り取り，之を表商工り検鏡Lて菌D俊入枇

況を視察した。子葉鞘上に接種せる胞子は 5～6時間後に登芽告と開始し， 12時間後に寄主細胞

表皮上K附着器を形成し，ヨたいで附着器より織細な侵入菌糸を出して寄主細胞D表皮を賞穿し，

直接表皮細胞内へ，或は叉表皮納胞の縫合部より納胞間隙へ侵入するく第1-2闘）0 

2σ 

第1圃 H・8αtivwnの子葉鞘細胞膜縫合部よりの侵入〈×200)a：附荒器.h：細胞縫合部へ侵入せる繭糸．

b: i細胞膜の肥厚部位．

第2圃子葉鞘表皮の侵入による肥厚くx400) ・ 2a.細胞内へ南り前接侵入せるもの. 2b・細胞縫合部より

侵入せるもの. b：細胞艇の肥厚t肢がに慶色． h：細胞110隙の菌糸・

菌の子葉鞘接種の際の細胞膜穿貫に主る細胞内侵入と，細胞縫合昔幌入との比率は外界僚件

によって異る。一般に小委にあっては，大安に於けるより細胞縫合部からの侵入が少い傾向が

認められる。此の黙に関しては別に詳細な報告を行ぴ度い白子葉粉表面で最も良く侵入を見ら

れるのは，子葉鞘の中の2本の維管東tcl'L近い表皮，即ち格闘形を呈する子葉鞘横断面の尖端

部附近であった3 子葉鞘土に形成される附荒器は，西門氏（1930）が玉萄黍の斑賠病に就いて

述べて居る如き掌紋のものではなく， 8もevena( 1922）が小委葉怖の内側で観察せる如く球形

若しくは偏球形を呈した。

菌の侵入忙上りて起る寄主細胞の餐化については別に報告するが，その大要は第8表K示し

た如くであって，農林35統では伺29披に比して菌の侵入並びに共の後の愛育は速かであり，又

旺勢であったe 而してお競に於ける子葉鞘細胞の病鑓は， 29競に於けるより顕著であった。接

種後48時間に草ー附着器より侵入した菌は， 35銃に於いては長さ 3～5mmeJ~農褐色狭長なる病

斑を形成するが，ー29競では 1,._,・2mmの淡色の病斑を形成するに過ぎなかった9

上記の子葉鞘材料をホルマリンで同定し，横断或は縦断ミクロトーム切片を作~， Fremming

三重染色，或は Pianase染色を施して視察したーその結果によると，附着器の形成或は菌糸
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の侵入によりて，子葉鞘表皮細胞は肥厚し，又染色を施さぬ切！；・で此の部分を検鈍すると，賞

乃至淡黄褐色をしてゐるのが見られる（第2闘 ft）。更に此の部を詳細に翻察すると， 細胞膜

表厨は最初 Sn,franinfC依って濃染ナるが，後には褐色に鍵じて染らなくなり 3細胞内容全部補

獲する。此の鮎は，生蕃茄葉に稲熱病菌を接積せる場合の吉井氏（1948）の所見に類似する。

細胞縫合部よりの菌の侵入にあっでは，侵入筒庭医隣接する表皮細胞膜，或ば侵入菌糸に接す

る細胞膜の肥厚，縫色及びサフラ＝ンに依る染色性θ増加が認められたく第2闘b）。 細胞膜

を穿賞して直接細胞内に侵入した菌糸は， 2-3本に分岐し狭長友表皮細胞中を何れも縦方向

に伸長するn 此の方向への菌糸θ生長は，横に接する細胞中へD蔓延に比して遥かに速かであ

る。菌糸の侵入を蒙った表皮細胞は膨座を失ひ，暫時の後にその外側の細胞膜は内側細胞艇に

附着して，るたかも膜が極端に肥厚せる如き外視を呈するに至るo細胞縫合部より侵入せる菌

糸は，第1闘に示したる如く，侵入部位付近の細胞艇を．肥厚黄褐愛せしめる。かくの如き細胞

膜に於ける病愛は，侵入初期に表面より観察せる庭では，菌糸が細胞肢を穿賞して侵入せる場

合主りも庚い範閣に起り，且つその病援は著しい。此の場合には侵入せる菌糸の縦方向への蔓

延は少し第1固に示ず如く菌θ護育が一部分で停止するものが多い。然し乍ら生長を停止し

ない菌糸は，細胞間際を通づて子葉鞠内側に向ひ侵入して行く。前記の愛育を停止せる菌糸も，

種子に付着せる子薬鞘をや L乾燥歌態においた後再び湯潤棋態に復せしめれば，一部にまた仲

長を始めるもののある事を観察した。

斯くの如くして細胞内或は細胞間際を組織の内部へ向って蔓延せる菌糸は，第一葉鞘内側表

皮を内から外へ貫き通過して，第一葉鞘の表皮へ侵入するo 菌子葉鞘内側表皮忠良・いて第一幼

葉表皮へ侵入する事は Ophiob01・u:f gmminisの場合（FeJ I ows 1929）と異る慮であるが，そ

の際菌糸が子葉鞘内側表皮に多数集合する鮪は雨者類似する。農林35披にては一般的に，又農

林29披にては侵入が旺勢に行はれた場合に限り，子葉鞘組織が崩潰して，第一葉鞘の表皮細胞

が露出するに至ると，菌は容易にとれ，に侵入して速かに第一葉基部に病~U：：作る。叉菌が子葉

鞘の内側表皮を貫通し得宇，第一葉鞘への侵入を果し得ぬときも，分撲による玄基部の肥大，

或は他の原因によって，子葉鞘θ裂開を来たせば菌は容易に内部の葉鞘へ侵入するに至るo然

し以上の如き子葉鞘より第一葉基部への菌の侵入が，幼若た稚苗期に起らなければ、，立枯と云

ふような激しい症欣を呈するととは特別な場合以外にはない。との黙に子葉鞠の菌侵入に封す

る保護機構の意義が認められる。

=:.1、 ＂＂戸存

員同 H詫

北海誼に於いて Helrnintlwspo1・i'll'Jnsαtivurn P. K. et B. は，大要，小委の異った雪量育時期に接置

を起して，各時期に夫々特有の病症を惹起する。特に稚苗期iこ於ける侵害によりて，種子の不遜芽，幼苗の裾

枯等を惹起して著しい被害を及ぼす。此の稚苗期に於ける裾桔病にありては，菌の侵入は主としそ葉鞘に起るo

市して千葉鞘は菌の子蔚」2織侵入に劃する防禦的佼割を果すものであって，千葉組織が菌の侵入により‘或は

他の原因によって裂調すれば菌は容易に第一葉基部に侵入して，その生育を妨げ，更に第二葉に侵入する。

乎葉鞘組織への菌の侵入獄況を見るに，細胞を貫穿して細胞内ヘ直接侵入する場合と， 表皮細胞縫合部より

細胞間強へ侵入する場合との雨者が認められるo H. oryzaeの稲葉侵人に関しても同様のことが観察され‘

Cゐるく吉井 1938）。細胞縫合部より侵たせる菌は，やがてその生育を停止することが多いが，ーたん生育

を停止せる菌糸が其後の燦件の題化によって再び生育を始めることもあった。菌の侵入により， その附近の細

胞膜はサフラ且Yに濃染され，叉肥厚，慶色ずる。かLる細胞膜の肥厚は表皮細胞のみならず，組織内部の細

胞膜！こ於いても認められるo稚苗期に裾椅病に犯されやすい春播小委農林35競及び強抵抗性の同29読を比駿す
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ると前者に於て細胞膜の嬰化及び原形質の病襲は著しい。

この報告には示さなかったが，本菌の大萎子葉鞘侵入にあっては，細胞縫合部穿貰侵入の比率が，小委に於

けるよりも大であって，細胞膜を穿貫して直接侵スせる場合にも，細胞内容の慶色は小委の場合程著しくない。

接種質験に於いて大婆は常に小委よりも強抵抗性を示し，国場に於いても小委裾桔病の護主は大姿に比Lて多

L、。
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Resume 

The protective action of wheat coleoptile againsもも；heattacks of Helmintlwsporiwn 

sati v'Wn was examined by cuもtingoff the young coleoptiles. The .numl ~ers of hlighted. 

seedlings were larger in the susce1)tihle whef凶 vn.rie七y(Norin No. 35）もbanin the 

resistanもone(Norin No. 29）・

The invasion of the hypae to也ecoleoptile was observed using fixed or fresh materials. 

The protopfasmic changes induced by the invasion ofもhepaもhogen, were much more 

renrn;rkn.ble in the susce.pltible hosts than in the resistant, ones. 

Invasion ofもhehyphae occurred by penet1:ating もhroughthe epidermal cell walls, or 

onもhemiddle lamelln. ofも.hem.In hoもh cases, the cell '¥Valls色hickenedand were colored in 

light brown. .A色白eearly stage of the invasion，も.ben.ffec色edcell wa.11 s were s七ainedhy 

Safranin deeply bu七inthe advanced stage，.もheycould hardly stained by the pigmen七and

colored of iもselfin brown. The mycelia, invaded intercellular spaces of七hecoleopむiletissues, 

in general 前opped their grow色h mean勺 ・hile,but u. few of them began もheirgrowth agn.in 

under certain conditions. 
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